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研究成果の概要（和文）：臨床を疑似体験させるコンピュータシミュレーション教材（以下「教材」）を、医学部・歯
学部の学生、新人医療職を対象として開発し、研究班内で内部評価を行うと共に、教材レビューを行って、他大学での
実施を踏まえた教材の標準化を行った。
医学部・歯学部の学生の授業で教材を活用し、新たな授業形態としての応用可能性を示すと共に、学生から高い評価を
得た。教材の展開形式が学生の状態不安と学習効果に与える影響を検討したところ、意思決定をしながら学習を進める
双方向型のコンピュータシミュレーション教材は、一方的に正しい手順等が表示される教材に比べて、臨床実習に対す
る不安を軽減させ、高い学習効果をもたらすことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Computer-assisted education materials were developed in Tokyo Medical and Dental 
University, utilized for the students in School of Dentistry and School of Oral Health Care Sciences, and 
evaluated on their effectiveness.
Results suggest that these education materials were feasible and effective on the education in dentistry 
and oral health care sciences.
We concluded that interactive simulation materials with making clinical decision would be effective in 
fixing of knowledge, and might reduce anxiety of students in the field of dental education.

研究分野： 教育メディア開発学、医学教育学、歯周外科学

キーワード： 歯学　臨床　教材開発　eラーニング　コンピュータ支援学習　コンピュータシミュレーション
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１．研究開始当初の背景 
 
 経験を積むことによって修得できる知識
や技能の学習は、試行・失敗・成功を繰り返
すことが効果的と考えられている。近年のコ
ンピュータ技術の発達により、フライトシミ
ュレータ、大型航空機の故障診断・修理のた
めのシミュレータ、ドライブシミュレータ等、
数多くのシミュレーション学習システムが
実用化され、効果をあげている。 
 現行の歯科医学教育では、精神運動領域の
学習においては、歯の切削実習等が、マネキ
ンや抜去歯を使用したシミュレーション実
習として行われている。このような模型実習
は、実際の患者さんを対象とした臨床総合実
習の前に、最低限必要な技能を修得すること
において、一定の効果をあげている。また、
認知領域、情意領域の学習、すなわち、症状
の把握、正確な診断、治療方針立案のための
学習は、インストラクターの指導管理のもと
で、学生の診療に同意した実際の患者を対象
に行われている。しかし、実際の患者に対し
て、試行や失敗は決して許されず、学生実習
だからといって許容される範囲は存在しな
い。 
 そこで、本研究代表者・分担者は、コンピ
ュータ内に擬似患者の情報を蓄積し、学生に
医療面接（問診等）・診査・検査・診断・投
薬・処置・手術のシミュレーションを行わせ
るための、歯科における臨床シミュレーショ
ン教材の作成と普及を推進してきた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、蓄積されたシミュレーション
教材を歯学部（歯学科、口腔保健学科）学生、
歯科臨床研修医に対して活用して、その有効
性を評価、分析した。 
 
３．研究の方法 
 
(1)医歯学シミュレーション教育システムの
活用とフィードバック 
 本学にて独自に作成された歯科臨床のコ
ンピュータシミュレーション教材（以下「教
材」）を、研究班内で内部評価し、その結果
を教材の改善に反映させた。 
 上記内部評価が終了した教材を、研究班以
外の教員、歯科臨床研修医、臨床系大学院生
等に実施させ、教材作成に関わらない立場か
ら教材のレビューを行ってもらい、その結果
を教材の改善に反映させた。 
 引き続き教材をeラーニングサーバから配
信し、アカウントを配布した学生に実施させ
て、教材の流れや、意図がつかみにくかった
点、解説で理解しにくかった点、自ら選んだ
選択肢が不適切である理由が理解できなか
った点等を、e ラーニングサーバ上でアンケ
ート調査し、教材作成者にフィードバックし
て教材の改善を行った。 

 
(2)医歯学シミュレーション教育システムの
有効性の解析 
 教材実施時の実施履歴と得点、学習者によ
る教材評価をサーバに蓄積し、教材実施結果
を学生にフィードバックした。 
 教材を実施した歯学部学生に、個別の教材
を評価させると共に、医歯学シミュレーショ
ン教育システム全体を評価させた。 
 
４．研究成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これまで開発されたシミュレーション教

材数を図 1に示す。 
学生教育に活用してきた成果の一部とし

て、2006～2014 年の 9年間に歯学部歯学科学
生に対して活用した結果は次の通りである。 
2006年より開始された歯学科4年生後期実

習「モジュール名：臨床体験実習 2」：10 月
～2 月：毎週金曜日 2 時間の実習時間内で、
e-ラーニングシステム上において、50 本～
150 本のコンピュータシミュレーション教材
を活用した（図 2）。教材の内容は学生にとっ
て未習の内容がほとんどであった。この実習
では、学生に教材を実施させ、医歯学シミュ
レーション教育システム全体を評価させて
いる。評価は、e-ラーニングシステム上のア
ンケートで行った。 
9 年間の学生からの評価では，専門教育が

はじまる前の４年生にとって、未習（未知）
のことが多かったため、どの年も 80％以上の
学生が教材の内容は難しかったと回答した
が、「教材で学習するこの実習に興味が持て
た/将来役立つ/他の講義や実習に対する興
味が深まった/この実習をもっとやりたい/
この実習は継続するべき/臨床の知識を自己
学習する能力を身につけたと思う」の項目に
おいて約 80％～100％が肯定的に回答した。
自由記述からも「これまでに履修した内容は
実際に臨床でどのように必要になってくる
のか、また、ほかの科目との関連や、症例、
症状のとらえ方、診断までの流れをみること



ができた」等のコメントが多かった。 
本教材によるシミュレーション実習（自己

学習）が、歯学臨床教育における従来の講
義・実習形態に加えた新たな授業形態として
応用可能であり、学生からの評価は 9年間常
に非常に高く維持されていた。 
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